
 大学等における学内PCR検査実施体制の整備 ＜今月中旬以降、順次運用開始＞

新型コロナウイルス感染症にかかる検査体制の拡充

【学内PCR検査実施の流れ】

《対象学生》
体調等に不安があるが、かかりつけ医のない学生等

《実施大学等》
鳥取大学（鳥取・米子）、公立鳥取環境大学、鳥取看護大学、鳥取短期大学、米子工業高等専門学校
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 抗原簡易キットの活用検討

抗原簡易キット
高齢者施設・児童福祉施設等での入所者や職員
への定期検査（無症状者へのスクリーニング）

PCR検査

簡易キットで陽性の場合、本人だけでなく、
周辺の者を含め幅広にPCR検査を実施

政府の新型コロナウイルス感染症に関する基本的対処方針 （5月7日政府対策本部変更決定）

都道府県と連携し、抗原簡易キット800万回分の配布を計画


